THE SSJ CHRONICLE

－　スケジューリング学会ニュースレター　－

(http://wwwsoc.nii.ac.jp/ssj2/)

２００２年９月

　　　　　　　                   　　  　　　        Vol. 5  No.15 

スケジューリング・シンポジウム2002

― 日本再生に貢献するスケジューリング ―

http://dor.ap.eng.osaka-u.ac.jp/~ss2002/index.htm

期日：2002年10月10日（木），11日（金）

会場：大阪大学銀杏会館（吹田市山田丘２－１）

主催：スケジューリング学会

協賛：日本機械学会, 計測自動制御学会, 日本品質管理学会, 日本経営工学会，人工知能学会

　　　　経営情報学会, システム制御情報学会，日本ファジイ学会，日本オペレーションズ・

　　　　リサーチ学会，ＰＳＬＸコンソシアム，サプライチェーンカウンシル日本支部
記念講演

10月10日（木）16:00-17:00

　「ＭＲＰからＡＰＳへ－生産管理の進化とスケジューリングの新しい役割」
　　黒田 充 氏（青山学院大学・スケジューリング学会初代会長）

特別講演
10月11日（金）12:30-13:30

　「阪大フロンティア研究機構の挑戦－社会に貢献する大学を目指して」

　　河田 聡 氏（大阪大学・阪大フロンティア研究機構長）

チュートリアル
10月10日（金）9:30-11:30
　「重工製造業における計画・スケジューリング」          阿瀬 始 氏（ＮＫＫ）

　「スケジューリング問題と遺伝的機械学習アルゴリズム」　玉置 久 氏（神戸大学）

参加費

　会員，協賛学会員　10,000円，学生　3,000円，非会員　20,000円

　※参加費には、講演論文集１冊を含みます．

論文集代（追加購入の場合）

　会員　5,000円，協賛学会員　8,000円，非会員　10,000円

懇親会

　日時　10月10日（水）18:00～

　会費　5,000円

会場のご案内

· 阪急電鉄千里線「北千里」駅下車 東へ徒歩約２５分

· 大阪モノレール「阪大病院前」駅下車 徒歩約５分

· 阪急バス 千里中央発「阪大本部前行」または「茨木美穂ケ丘行」に乗車 「阪大本部前」 下車 徒歩約３分

· 近鉄バス 阪急茨木市駅発「阪大本部前行」（ＪＲ茨木駅経由）に乗車 「阪大本部前」 下車 徒歩約３分
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問合せ先


・スケジューリング・シンポジウム2002 事務局
〒565-0871 吹田市山田丘2-1
大阪大学大学院情報科学研究科            情報数理学専攻
 FAX 06-6879-7871
 E-mail : ss2002@ap.eng.osaka-u.ac.jp
・スケジューリング学会事務局
〒606-8585 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学 機械システム工学科       生産システム学研究室
 FAX：075-724-7300
 E-mail：SSJ@ipc.kit.ac.jp
プログラム

	１０月１０日（木）

	
	A会場
	B会場
	C会場

	1300
～
1545
	事例(1)

1A1 ハイテク製造業におけるAPSパッケージ短期導入
○北澤 英人，椎名 茂（KPMGコンサルティング㈱）


1A2 判断生産スケジューリングシステムの開発
○後川 昭雄（アメミヤ機器㈱），山田 茂之（㈲ソルク），金田 秀治（㈱コア）
1A3 化学プロセスにおける生産スケジューリングシステムの開発
○竹下 聡彦，藤田 薫，佐中 俊哉（三菱化学㈱），松川 公司（三菱化学エンジニアリング㈱）
	生産スケジューリング(1)
1B1 単一組立工程における異なる部品を考慮した製品の投入順序決定法
○張 家俊，柳川 佳也，宮崎 茂次（岡山大学）
1B2 多品目単一機械動的ロットサイズスケジューリング問題の最適解法
○小林 稔，アディティア ワルマン，村松 健児（東海大学）


1B3 大規模生産工程の超高速シミュレーション技法
○宮下 和雄（産業技術総合研究所），松尾 博文（筑波大学），柏瀬 博幸（日立製作所）
	SCM

1C1  2B2 新しいSCM訓練ゲームについて
○鈴木 巧，八巻 直一（静岡大学），高井 英造（㈱フレームワークス）
1C2 生産革新を起点とした新たなSCMの展開メソドロジー
○佐々木 元（中部産業連盟），藤本 英雄（名古屋工業大学）

	
	休憩（14：30～14：45）

	
	事例(2)
1A4 出鋼順自動編成システムの開発
○藤井 聡，木村 亮介（NKK）




1A5 Debugging and Visualizing the Search in Scheduling for Performance Tuning
チェン ユウ（アイログ㈱）
	生産スケジューリング(2)
1B4 機械の利用期間に制約のある2ステージ組立スケジューリング問題
軽野 義行，○長谷川 匡男，木瀬 洋（京都工芸繊維大学）




1B5 クレーンの干渉を考慮した製鋼工程スケジューリング
○本田 直也（大阪大学），毛利 進太郎（神戸学院大学），石井 博昭（大阪大学）
	APS

1C4 将来の受注および不確実性を考慮した強化学習型インタラクティブスケジューリング
○鳩野 逸生，津田 和城（神戸大学），楢原 康一，小南 泰三（松下電器産業㈱），上田 完次（東京大学）
1C5 モデルの精粗度に基づく階層型生産計画システムの設計
○荒川 雅裕，冬木 正彦（関西大学），井上 一郎（京都産業大学）

	1600
～
1700
	記念講演（S会場）
S1:MRPからAPSへ－生産管理の進化とスケジューリングの新しい役割
黒田 充(青山学院大学)


	1700
～
1800
	総会（S会場）

	1800
～
1930
	懇親会
	
	


	１０月１１日（金）

	
	A会場
	B会場
	C会場

	930
～
1130
	チュートリアル（S会場）
T1:重工製造業における計画･スケジューリング
阿瀬 始 (NKK) 
T2:スケジューリング問題と遺伝的機械学習アルゴリズム
玉置 久 (神戸大学) 

	1230
～
1330
	特別講演（S会場）
S2:阪大フロンティア研究機構の挑戦－社会に貢献する大学を目指して
河田 聡 (大阪大学)

	13:45
～
17:00
	メタ戦略(1)
2A1マルチロボット溶接におけるワーク配置の最適化－凸多角形ワークの配置－
勘定 義弘，○阿瀬 始（NKK）


2A2 スケジューリング・ルール獲得のための遺伝的機械学習アプローチ
○榊原 一紀，玉置 久，村尾 元，北村 新三（神戸大学）

2A3製鋼工程の操業スケジューリング問題に対する一解法（大規模・複雑なスケジューリング問題のモデル化と解法）
○田村 隆善（愛知工業大学），谷崎 隆士（㈱住友金属小倉），今井 太一，熊本 和浩（㈱住友金属システムソリューションズ）
	交通のスケジューリング
2B1 定員制約を考慮した行き先階登録方式エレベータの運行決定問題に関する研究
○浦口 幸宏，田中 俊二，荒木 光彦（京都大学）
2B2 乗務員スケジューリングへの数理的アプローチ
松田 雅史，○森戸 晋（早稲田大学）


2B3 An Inventory Routing Problem with Stochastic Transportation Times and Demands
○靳 志宏（名古屋工業大学），平尾 周平（甲南大学），大野 勝久（名古屋工業大学）
	数理的アプローチ

2C1 待ち行列選択行動モデルにおける情報の効果
○中出 康一（名古屋工業大学），橋 智弘 （NTTドコモ北陸）


2C2 ある種のデータ収集問題の部分クラスに対する効率的解法
○中山 慎一（徳島大学），増山 繁（豊橋技術科学大学）

2C3 累積遅延を基準とした制御限界方策に基づくリアクティブ・スケジューリング
○諏訪 晴彦（摂南大学），三道 弘明（流通科学大学）

	
	休憩(15:15-15:30)

	
	メタ戦略(2)

2A4配置コストをもつ長方形詰込み問題に対する局所探索法の高速化
○今堀 慎治，柳浦 睦憲，茨木 俊秀（京都大学）

2A5 遺伝的アルゴリズムとモンテカルロ法による確率的ナーススケジューリング問題のハイブリッド近似解法
○吉富 康成（京都府立大学），橋本 一郎（宮崎情報処理センター）


2A6 設備切替のあるシート製造工程におけるスケジューリング問題の解法
○鬼頭 繁彦，森田 浩（大阪大学）
	自律分散

2B4 複数台搬送ロボットの自律分散型経路計画法
○安藤 昌和，西 竜志，小西 正躬，今井 純（岡山大学）
2B5 ホロニック生産システムのためのスケジューリング－効用値に基づく協調－
○杉村 延広（大阪府立大学），岩村 幸治（東京都立航空工業高等専門学校），谷水 義隆（大阪府立大学）

2B6 交渉に基づく自律分散型リアルタイムスケジューリングの一提案
－矩形型機械配置生産システムを対象に－
○貝原 俊也，藤井 進，江下 善行，宇都宮 拓真（神戸大学）
	多目的・ファジィ
2C4納期のあるファジィロットサイズスケジューリング
毛利 進太郎（神戸学院大学）


2C5目標開始時刻のある1機械スケジューリング問題における総完了時刻と早着時間の2目的最適化
○乾口 雅弘，松永 隆治，谷野 哲三（大阪大学）
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スケジューリング国際シンポジウム2002開催報告 

組織委員会委員長　藤本英雄

　10年前，国内のスケジューリング研究者と実務家の意見交換の場として，超学会的に生産スケジューリングシンポジウムが計画され，現在まで年1回定期的に開催されている．この間，5年間には，これを発展させる形でいろいろな学会に所属している研究者がスケジューリング学会を立ち上げている．そして，当初よりこれらの活動の中心となった方々の間では，このスケジューリングシンポジウムの国際化が悲願であった．

　今回，日本機械学会FA部門（現生産システム部門）より運営資金を活用させて頂ける機会があり，国際会議としては十分な準備期間とはいえないまでも，スケジューリング学会との共催で開催しようという賛同を多くの方よりいただき，一歩を踏み出すことにした次第である．

　2002年6月4日～6日まで風光明媚な浜名湖畔カリアックで約60名の国内外よりの参加登録者，講演件数37件（チュートリアル，イブニングセミナー等含む）であった．

　この分野の会議での常連者の方々がほとんどであり，また，海外へは今回は，参加期間が短かったこともあり，会議の運営にお手伝いをいただいた方々よりの口コミで集まって頂いた方であり，お互いに懇意の方が多く，アットホームな雰囲気であり，会場の雰囲気・環境とともに好評であった．このような状況の会議であったことから，特に日本人の参加者も言葉も含めて国際会議ということを改めて意識しない若い研究者の方々の多いことと，また，国外から参加頂いた著名な方も知人の多い気楽な雰囲気からか，またたびたび日本においでになっている方が多いせいか，日本の文化や食事などにもなれている方が多く，特別な配慮が取り越し苦労であった．

　当初より，論文の質が高いことと産業応用への貢献を意識すべきという配慮から，日本機械学会システム部門より，応用分野，又，スケジューリング学会より理論指向のそれぞれ顕著な貢献をすると考えられる1件づつの講演発表論文に表彰することで賛同をいただき，バンケットの場で黒田 充 表彰委員長より発表をしていただいた．

　応用分野の賞は，

　テーマ
Single Simulation Confidence Intervals Using the Delta Method
　　by
Christoph Roser, Masaru Nakano
　理論分野の賞は

　テーマ
Mathematical Modeling and Hybrid Solution for a Class of Flexible Shop Scheduling Problems
　　by
Kazutoshi Sakakibara, Hisashi Tamaki, Hajime Murao, Shinzo Kitamura
である．

　次回は2年後に関西での開催を計画している．実行委員，プログラム委員としてご協力をいただける若い方々を募集します．ご一報ください．

Edward A. Silver教授の講演会＆懇親会案内

講演トピック：An Overview of Heuristic Solution Methods
日時： 2002年10月19日(土曜日)　

午後3時30分～5時30分：講演会
午後6時～8時：懇親会

場所： 講演会：東京工業大学西9号館デジタル多目的会議室

懇親会：東京工業大学100年記念館フェライト

主催： 東京工業大学経営工学専攻

協賛： 日本経営工学会，日本オペレーションズ・リサーチ学会，スケジューリング学会

会費：
(1)　講演会：無料


(2)　懇親会：5000円

申し込み：下記の内容を書き込みの上，担当幹事にお申し込み下さい．

(1)　名前：

(2)　所属：

(3)　連絡方法(できれば電子メール)：

(4)　懇親会：　出席，欠席　　(○をつけてください)

担当幹事：

(1) 曹徳弼（東京工業大学助教授）：cdb@me.titech.ac.jp
(2) 鈴木定省（東京工業大学助手）：ssuzuki@ie.me.titech.ac.jp
(3) 飯田哲夫（駒澤大学助教授）

申し込み締め切り：9月30日（キャンセルは10月11日まで）

日本機械学会　No.02-81講習会「ネットワーク環境下の生産統合化技術」
(URL http://www.jsme.or.jp/msd/)

協 賛
スケジューリング学会他、12学協会およびセンター

開催日
2002年11月20日（水）10:30－16:50

会 場
オークマ（株）本社　本館ホール



（愛知県丹羽郡大口町下小口3-25-1， http://www.okuma.co.jp/）
趣 旨
ビジネス環境だけでなく、日常生活でも高度情報通信網の利用が普及している。従来の生産

活動もＩＴ利用を前提として改革・確信が広範囲で進行しており、学術的研究から実用化の段

階に差し掛かっている。最新の研究成果とその考え方を紹介し、実用化事例を案内することに

より、今後の生産技術発展の基礎を提供する。詳しい内容はホームページを参照。

定 員
50名（同業者の工場見学は不可）

聴講料
（昼食込み）会員16 000円（学生員　4 000円）、会員外21 000円、いずれも教材１冊分を


含みます。申込みは開催日の10日前まで。意向も余裕が有り次第受付可

申込方法　http://www.jsme.or.jp/kousyu2.htm から申込み可

書　評

　生産スケジューリングはもはや現場の統制技術と言うよりも製造における戦略的技術になりつつある。すなわち、スケジューリングシステムを導入するため生産システムそのものを大きく変革し、それによって新しい製造環境に対応していくことが求められている。このような変革期に時宜を得た２冊の和書が相次いで発刊されたので、広く衆知されることを願って紹介させていただく。

【1】 西岡靖之著「ＡＰＳ　先進的スケジューリングで生産の全体最適化を目指せ！」日本プラントメンテナンス協会（2001年12月）

ＡＰＳ（Advanced Planning and Scheduling）は戦略的生産スケジューリングの代表的概念であり、本書はその（少なくとも和書では）最初のまとまった入門書である。著者はＡＰＳのグローバルスタンダードを実現するためにPSLX(Planning and Scheduling Language on XML)協会を設立し、活発な活動をしているこの方面の第一人者である。

本書の構成は７章からなる。

第１章「製造業とＩＴの関係」ではこれからの製造業におけるＩＴ化の重要性を説いて、ＡＰＳが必要とされる背景を論じている。

第２章「さまざまな製造業の生産形態」では現在の製造業の生産形態をいくつかの観点から分類すると共にＭＲＰやＪＩＴなどこれまで用いられてきた管理方式を解説している。以上の２章はいわば、この本の概論に当たる。

第３章「ＡＰＳ（先進的スケジューリング）とは？」はＡＰＳのコンセプトを理解するため、まず、ＡＰＳ導入によって期待されるビジネス効果を示し、ついでそれを実現するための骨格（アーキテクチャー）を詳しく論じている。本章では、ビジネス効果の例として素早い納期確約、計画サイクルの短縮と再スケジューリングの容易性、リードタイムの短縮化、統合ＢＯＭによる設計・製造・販売の連携、また、計画連携によるサプライチェーンの最適化を取り上げている。

従来、スケジューリングは小日程計画と呼ばれ、階層的生産計画全体の最下層にあり、上位計画を実施するための生産統制技術として取り扱われてきた。このような階層構造は比較的少品種大量生産に適しているが、現在の多品種少量生産では種々の不具合が指摘されている。ＡＰSおいてはスケジューリングが上位生産計画策定の段階で必要される点が大きな特徴である。

第４章「生産スケジューラーの種類と役割」ではこの意味で生産スケジューラーの種類と役割を論じている。本章ではこの他スケジューリングロジック、スケジューリング制約、状況対応型スケジューリングが解説されると共に、若干の商用スケジューラーも紹介されている。

第５章「インターネットとＡＰＳ技術の融合では」では、革命的技術変化をもたらしたインターネットとＡＰＳを組み合わせることによって全く新しいスケジューリング技術が開花することを示している。本章の構成は、製造業とインターネットの出合い、インターネットによるＩＴ革命とは、スケジューラーを中核とした連携、ＡＰＳにおける企業間連携のシナリオ、ＡＰＳにおける連携のシナリオおよびＰＳＬＸによる記述言語の標準化となっている。

第６章「製造業の新しいビジネスモデル」では、著者らのこれまでの実践的取組みに基づいてＡＰＳによる新しいビジネスモデルに関する研究成果を紹介している。具体的には、内示情報を利用した混合生産の実現、座席予約型生産におけるＡＰＳの利用、ＡＰＳによる輸送計画と生産計画の連携および複数企業の分散協調スケジューリングが取り上げられている。

第７章「製造ＩＴ産業へ向けて」はこれからの製造業の進むべき方向に対する著者の提言である。すなわち、本章は、ＡＰＳが目指す全体最適化と、２１世紀の製造ＩＴ産業で構成されている。

以上、本書は、学術的図書としても有意義であるが、むしろこれから実現されるであろう生産パラダイムへのプロムナード的な専門書として必読すべき図書であるといえる。

【2】 黒田充/村松健児　編「生産スケジューリング」、日本オペレーションズ・リサーチ学会４０周年記念　経営科学のニューフロンティア１１，朝倉書店（2002年２月）
　近年、生産スケジューリングは現実の生産計画にとって必須であり、スケジューリングの善し悪しが生産システムの死命を制すると言っても過言ではなくなってきている。このような状況になって従来の主として学術的興味を中心としたスケジューリング理論と現実との間に乖離が目立ちはじめてきたといえる。本書は従来のスケジューリング理論の枠組みに必ずしもとらわれることなく、より現実的なスケジューリング手法に基づいたスケジューリング研究の新しい体系を紹介する目的で編纂されたものである。以下、主に本書のまえがきを引用することによって紹介記事とする。

　本書は３部構成となっている。第Ｉ部は「生産スケジューリング概論」であり、第１章においては生産管理における位置づけ、現代的な生産スケジューリングの意味、基本用語、現実的な目的と定義を取り上げている。第２章では生産スケジューリングの分類を行い、それぞれの分類を具体例に基づいて解説している。第３章では生産スケジューリングの方法を、歴史的背景に基づき、ＯＲ的アプローチ、ＡＩ的アプローチ、マンマシンシステム・アプローチに大別し、それぞれを体系的に記述している。

　第II部「生産スケジューリングの方法」では、各章毎に１つの方法を採り上げて解説している。それらの方法は、第III部で使用され、第III部の各章の理解を助けている。具体的には、

第4章 シミュレーション、

第5章 待ち行列網解析、

第6章 ニューラルネット、

第7章 ネットワークアルゴリズム、

第8章 メタヒューリスティクス、

第9章 動的計画法、

第10章 　ラグランジュ緩和法、

第11章 　ラグランジュ緩和法と生産スケジューリング、

である。

　第III部「各種の生産スケジューリング・モデル」では、使用する方法と対象となっている生産工程あるいはスケジューリング問題が作り出す特徴を反映したモデルを各章毎に紹介しており、生産スケジューリング問題の多様性を理解するのに役立たせている。以下の構成からなる。

第１２章　バックワード/フォワード法を利用したジョブショップ・スケジューリング、

第１３章　IQNAとニューラルネットを用いた循環型ジョブショップのための自立的スケジューリング、第１４章　遺伝的アルゴリズムによる生産ラインの多目的スケジューリング、

第１５章　バッチサイズの決定とジョブの順序づけを同時に行うスケジューリング、

第１６章　ペナルティ伝搬ネットワークによるバッチプロセスの状況対応型スケジューリング、

第１７章　ラグランジュ分解調整法によるロットサイズ・スケジューリング：ロットサイズとロット順序の同時最適化

 　以上、本書は、実際的側面を重視しつつも学術的側面もしっかりと捉えているので、スケジュー

リングシステムに関わっているシステム技術者およびスケジューリング研究を行う研究者や大学院生

などに特に参考となる著書と思われる。











評者　木瀬　洋

（京都工芸繊維大学）

	編集者からのご挨拶

今号をもちまして編集主担当から離れます。

これまでのご愛読ありがとうございました。

（神戸大学工学部情報知能工学科　玉置  久）
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